
所報タイトル「団結」は所内で掲げる 

平成 24 年度の目標です。 

 前号にてお知らせいたしました委員会(清掃・エコ・朝礼・防災・研修・広報)について詳しい   

内容を今月号から御紹介していきます。 

トップバッターは、女性中心の委員会で発足直後から活発に活動をしている清掃委員会です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 / 小 林 政 氏  

発 行 日 / 2012 年 9 月 1 日 

 

活動内容 

・毎月一度会議を行い、より良い仕事ができるようにするための改善・提案

と大掃除（前回の反省・次回の重点掃除箇所､進行決め）についての話し合い 

・大掃除後のチェック及び報告書作成 

・ゴミの分別を徹底し､ゴミを減らすことでのエコ推進 

・清掃用具の管理 



活動成果 

 清掃委員が率先して動き、目標を設定することにより、所員達が効率

よく大掃除をこなすことができました。 

今まで清掃が行き届かなかった排水口やゴミ収集場所、蛍光灯カバー

などの汚れが取れて、少しずつではありますが、事務所全体が綺麗にな

りつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長から一言 

清掃委員では、大掃除前後の点検や、掃除道具の管理等の

活動を行っています。また、１１月に行われる廃棄書類処理

の際も先頭に立って作業を行う予定です。 

委員会が発足してからの活動としまして、月に一度会議を

開き大掃除で重点的に掃除する箇所の決定や、ゴミ処理費用

の管理、ゴミの分別の見直し等を行ってきました。 

今後もこれらの活動を中心に、所員に協力を仰ぎながら事

務所を改善し、よりよい仕事ができるように努めていきたい

と思います。 

                     委員長  杉田 佑介 

 

十五夜とは旧暦の毎月１５日の満月の夜のことですが、旧暦の８月１５

日を「秋の真ん中に出る満月」という意味で「中秋の名月」といい、これ

を鑑賞する習慣ができました。 

これから始まる収穫期を前にして、収穫を感謝する初穂祭としての意味

あいがありました。９月頃に収穫される「芋」をお供えすることから「芋

の名月」とも呼ばれています。 

 現在では満月のように丸い月見団子と魔除けの力があるとされたススキ

を伴えるのが一般的なスタイルです。 

昔は雨や曇って月が見えない場合でも「雨月」「無月」等と呼

んでかすかに見える月を楽しんだそうです。 

今年の十五夜は９月３０日です。 

月見団子やススキ、季節の収穫物を備えて月を鑑賞してみては

いかがでしょうか？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いつも自分のそばに書き記し、時には戒めとし、 

時に励みにしている言葉は何でしょう？～ 

 
伊藤 清子 

「経験は財産なり」 

 現在高校１年生の娘が幼かった頃、保育園の理事長

先生に教えて頂いた言葉です。 

失敗しても良いのです。少し位危ない事でも興味が

あればやらせてみる。 

いつしかその経験が自信に繋がると思い、子育てを

してきました。今思うと娘だけでなく、私自身にも言

える事なのですね。 

大人になると、新しい事を始めるのには、なかなか

勇気が必要です。ですが『経験は財産なり』新しい事

にチャレンジして行く気持ちを持ち続けたいと思う今

日この頃です。 

 
大槻 達郎 

「物事を学ぶのに遅すぎるということはない 

けれど、早すぎるということはあるんだよ。」 

この言葉は、漫画『PEANUTS』で主人公のチャー

リー・ブラウンが愛犬スヌーピーに言ったセリフです。

幼い頃に読んだ本ですが、今でも強く印象に残ってい

ます。 

私は何かを学ぼうとする時に焦って先に進みたがる

ことや、自分の能力と不釣り合いなものに飛びつきた

くなることがあります。この言葉は、そんな私に対し、

背伸びをしすぎることなく、少しずつでいいので着実

に自分の能力を伸ばしていくことを心がけさせてくれ

る言葉になっています。 

 

 

古賀 哲也 

「とにかく酒だけはいつまでも飲まなければ  

いけないから、よく養生しなければならん」 

 若輩ゆえ未だ座右の銘を持たないので好きな文章を紹

介します。 

内田百閒の随筆「長生きはなぜ必要か」からの引用です。

「健康のために酒は程々に」と考えがちな現代からする

と、一見、本末転倒な印象を受けますが、実のところ含蓄、

ユーモアともにたっぷりなのではないでしょうか。「酒は

百薬の長」という諺もあることですし。…ちょっと違いま

すね。 

内田百閒について知りたい方は、書籍や web も結構で

すが、黒澤明の『まあだだよ』という映画をご覧になって

みてください。なかなか素敵な映画です。 

杉田 佑介 

「一寸先は光」 

これは、高校３年生の時の担任の先生がよく口にし

ていた言葉です。 

進路を決める学年であり良い結果が出る生徒とそ

うでない生徒がいる中で、「その道を自分のベストに

すればいい。そうすれば一寸先は光になる。」と言っ

ていました。 

うまくいかないことがあるとネガティブな気持ち

になってしまいがちですが、そういう時こそ前向きに

考えられるような人間になりたいと思っています。 

 ◆９月の所内予定表◆ 

４日 ㈱小林合同会計 会議 

７日 大掃除 

８日 会議・研修 

１０日 委員会代表者会議 

 

Y:月の模様は日本においては古来より、餅をつくウサギとよく言われま

す。ただ世界では見え方が違うようです。本を読む女性やカニの大きな

ハサミなど様々です。あなたは何に見えますか？ 

K:満月に月光浴をするときれいになるってほんとうですかね？ 

M:日本独自の暦を作った天文学者がモデルになった映画が今度公開さ

れるのですが、その映画がちょっと気になります。 

 


